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２ 障がい者差別の類型の整理 
 

 【差別禁止部会で整理された差別の形態】 

差別の形態 内容 具体例 

①直接差別 

○ 障害を理由とする区別、排

除、制限等の異なる取扱い

がなされる場合 

○ 「精神障害者は、原則と

して飛行機の搭乗はでき

ません」といった場合 

②間接差別 

○ 外形的には中立の基準、規

則、慣行ではあってもそれ

が適用されることにより

結果的には他者に比較し

不利益が生じる場合 

○ 「マイカー通勤禁止を定

める就業規則があるた

め、公共交通機関の利用

が困難な社員（例えば、車

いす使用者）が退職を余儀

なくされる」といった場

合 

③関連差別 

○ 障害に関連する事由（※）

を理由とする区別、排除、

制限等の異なる取扱いが

なされる場合 

○ 「車いすを使っている人

は、入店を断る」といっ

た場合 

④合理的配

慮の不提

供 

○ 障害者に他の者と平等な、

権利の行使又は機会や待

遇が確保されるには、その

者の必要に応じて現状が

変更されたり、調整された

りすることが必要である

にもかかわらず、そのため

の措置が講じられない場

合 

○ 建物の入口に存在する段

差を解消する措置を講じ

ない 

○ 職場において車いすを利

用する労働者が使用する

机の高さを変更するなど

の措置を講じない 

 といった場合 

   ※「関連する事由」としては、例えば、能力障害を補う車いす等の補装具、補

助犬、その他の支援器具等の利用や携行等が挙げられる。 
 

   このうち、「間接差別」は、関連差別と基本的な部分で重なり合うものと

評価できるため、関連差別の類型に統合するのが適切であるとする。 

 

 

 

 

 

 

（例）盲導犬を伴った視覚障害者が、レストランの入店を拒否された事案 

① 「犬の同伴は一般的に断っている」といった外形的には中立的な規則の適用

により視覚障害者だけが排除されるケース（間接差別）と扱うことができる 

② 盲導犬の同伴は視覚障害に関連するものであるため、視覚障害という機能障

害に関連する事由による差別のケース（関連差別）と扱うこともできる 
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  差別禁止部会は、差別の形態の検討を基に、「障害に基づく差別」を次のよ

うに定式化 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

障害に基づく差別 

不均等待遇 

直接差別 

関連差別 

※間接差別
を含む 

合理的配慮の不提供 

障害を理由とする差別 

障害に関連した事由 

を理由とする差別 


